　会　議　録

	会議の名称
	2021年度那珂川市男女共同参画審議会（第1回）

	開催日時
	2021年10月7日（木）

19：00　～　21：15
	開催場所
	本庁第1・2会議室

	出 席 者
	１．委員
大西委員、山﨑委員、堀川委員、田中委員、奥委員、小森委員、前田委員、八代委員、池田委員、東委員、三厨委員、柴山委員、川添委員
２．執行機関（事務局）
人権政策課長、大神、伊藤

	配布資料
	1． 男女共同参画審議会レジュメ、委員名簿、2019年度第2次那珂川町
男女共同参画プラン後期基本計画進捗状況報告書
２．（追加資料）2020年度男女共同参画関連事業計画、講座開催要項、啓発冊子「パートナー21」

	議題及び審議の内容

Ⅰ．委嘱状交付
Ⅱ．自己紹介
Ⅲ. 議事
　（1）2021年度審議会スケジュールについて（別紙参照）
委員：コロナ緊急事態宣言下の場合の審議会はどのように開催されるのか。
事務局：書面など別の方法での開催を行うことで考えている。判断は、その時の状況で判断させていただく。
委員：これまで、審議会などの会議をリモートで開催されたことはあるか。
事務局：リモート開催された会議などについて把握していない。
委員：実施することは可能か。
事務局：機器などの準備が整えば可能だが、直近で電子機器などを担当している部署へ確認したが、まだZoom会議といったリモート会議ができるような機器は確保できていないということであった。庁内でZoom会議などを利用できる環境が整えば、リモート会議などの方法も手段の一つとして考えたい。
委員：今後は、次期の男女共同参画プランなどの審議が必要であり、取組みを進めていくためには、リモート会議ができる体制を整えておく必要があると思うので準備していただきたい。学校などの環境を借りて実施することはできないか。
委員：Zoom会議は費用がかかる部分もある。しかし、書面開催ではなく、やはり意見を交わすということが大事であると思う。
委員：予算の関係もあると思うがよろしくお願いしたい。

（2）2020年度第2次那珂川町男女共同参画プラン後期基本計画進捗状況報告書について
（事務局より説明）
○報告書の様式に修正を加えている。昨年度審議会で要望のあった「所管課」の項目を追加している。
○施策体系について、右端に事業番号を記載している。事業番号より、体系図のどの部分にあたるのかが一覧できるようになっている。

○2020年度の報告書内容について
　・新型コロナの影響で、社会教育課や人権政策課等の関係課や小中学校において、例年に比べ、研修の減少やイベント中止・延期・縮小等が多くみられた。
・市立幼稚園においては、ジェンダー平等教育の観点から制服を廃止した。
・小学校においては、ジェンダー平等教育およびＬＧＢＴＱなど多様な性について、道徳科の授業を中心に個人として尊重する大切さについて考える学習を行った。
・キャリア教育については、キャリア・パスポートという教材を活用し、男女平等の職業選択意識の醸成を図った。
・男性の育児休暇について、男性職員へ子育てに係る休暇等を取得しやすいような職場環境の点検を行ったり、周知を図ったり等、育休を促す取組みが増えている。
・下記の男女共同参画職員研修について、中央保育所のみが進捗状況調査に回答していたため、市立幼稚園および給食調理員等の出先機関においても、ハラスメントに対する認識を深め、防止啓発に向けた意識の醸成を図る研修を行ったため補足する。
日程：令和2年11～12月（3回に分けて）　　　　　　　　　　　　
　　講師：髙山　里美氏
　　内容：「働きやすい職場つくりのために」～ハラスメント防止の基礎知識～　
委員：様式のデータについて、各所管課より、どのように回答いただいているのか。回答を行った所管課
に回答にあたっての具体的な資料はあるのか。
事務局：各所管課に対しては、この様式に基づいて回答を依頼しており、実際に各所管課から回答を頂いた部分は様式右側の２列、横軸で言うと右側２か所に入力をしてもらい回答をいただいている。
委員：では、ここに記載されいる内容に関連して細かいことを聞きたい場合は、各所管課を呼んで確認する、ということになるということでしょうか。
事務局：報告書への回答内容では、細かいことが分からない部分もあるため、本日の審議会でご質問などをいただければ、人権政策課でとりまとめて各所管課へ確認し、第２回の審議会で回答させていただく。
委員：各事業に係る実施状況として、定性的に記載はされているが、評価指標がないため、どの程度目標を達成したのかが確認できない。
事務局：評価指標を設けていないことについては、次期プラン策定時の課題としてとらえている。評価については客観的に確認できるものが必要であるので、次期プランの進捗管理の様式から見直しを行いたいと考えている。
委員：以前は自己評価で表していたが、何をもってその評価なのかという難しさがあった。本審議会では、課題と目標を見ていただき、その内容について確認していく。
委員：ジェンダー平等や男女共同参画の推進を図っていくうえで、市が目指すべき将来像のようなものを各所管課に示さないと、各所管課の自己評価で終わってしまい、真に達成度を計っていくとは難しいと思うがいかがか。
事務局：市が目指していくものというのは、基本理念など、施策の体系に示している内容となるが、職員の認識という面においては研修等で伝えていくことになる。各所管課の取組みをこの進捗状況報告書により確認することで、計画の進捗を確認していくこととなる。
委員：評価を客観的に示すのは難しいと思うが、目標も評価もあいまいだった。福岡県の計画には、各事業に関連する予算がどれくらい配分されているか、というのが指標の一つとされている。行政として力を入れているところが分かるという部分もあるため、参考にしてはどうかと提案する。
事務局：予算規模というのは、重要な指標の一つであると思う。次期プランの策定に際して、検討させていただく。

～施策大綱１（教育）について～
事業番号１
委員：幼稚園や小学校では「○○さん」と呼ぶように指導しているとあるが、中学校ではどのような指導をしているのか。呼称を○○さんと呼ぶよう、取組みを引き継いでいかないとそれぞれの取組みで終わってしまう。幼稚園、小中学校で統一した指導があればよいと思う。
委員：現在、先生からの呼びかたで中学校では統一した指導はしていない。
委員：中学校で呼び方が変わることにジェンダーのギャップを生むきっかけになってしまうのではないか。統一したものがないと、子どもたちも戸惑うのではないか。
委員：広報紙のお誕生日おめでとうコーナーで、女の子はちゃん、男の子はくんとなっていたが、男女共同参画苦情処理の中で問題提起をして「○○ちゃん」と統一した流れがあり、保育園や幼稚園では「○○さん」で呼んでいる。小学校まで「さん」付けなのに、中学校に入った途端、呼び捨てに変わることを考えないといけない。親しみを込める意味での呼び捨てもあるが、学校現場で先生から生徒への呼び捨ては難しさがあると思う。
委員：幼保・小・中で縦と横のつながりがなければ意味がない。現在は各々で取り組んでいるので、縦、横をつなげていく必要がある。
委員：平等のはき違えのような気もする。今のような形でもいいのではないかと思う。

委員：ＬＧＢＴＱの問題があり、その呼ばれ方を不快に感じている人がいるということで、生きづらいととらえている子どももいる。
委員：全国的にそのような問題があるのか。教育の現場だけ「さん」付けにしても、社会に出るとそうではない現状があると思う。
東委員：個人の人権尊重の観点より、全国的な取組みとなっている。「座・しゃくなげ」の活動で、社会人への啓発をしている。少しずつ意識が変わり、よりよい社会になればよいと思っている。
委員長：

委員：報告書の回答をするために、それぞれの所管課内で話し合いがあっているのか。
事務局：所管課内で話し合い等行って回答いただいていると思う。
委員長：第3次を策定する際には、これまであがった委員の意見を申し送り事項として、引継ぎをしてほしい。
事業番号6

委員：北中の課題・目標で「…家族、社会の一員としての役割を果たし、家庭を築くこと…」とあるが、適正な家庭とは？どんな家庭ならいいのか？この回答内容には疑問があるが、誰が作成したのか。
事務局：誰が作成したかまでは把握していないが、所管課ごとに報告内容について決裁のうえ提出していただくよう依頼している。
委員：学年の担当者が記載している。（ＬＧＢＴＱの授業の指導案を作成している先生）

事業番号7
委員：北中の課題・目標で「不登校傾向の生徒の減少につなげることができなかった」とあるが、何故かという疑問がある。どのような取組みをされたのか聞きたい。
事業番号8
委員：北中の課題・目標で「副読本（「かがやき」）が生徒たちに理解しづらい内容だったので他の教材を活用し…」他の教材とは何か。

委員：副読本が古く、時代にそぐわない内容になっているので、生徒にとって分かりづらいと聞いている。
委員：ジェンダーのことを理解している先生がいればいいが、そうでない時に「かがやき」に基づいて指導する現状は難しいと思う。
委員：指導前に3回は会議を開いて話し合わなければならないが、今はそこまでできていない。
例、行灯（あんどん）など説明するのに時間がかかるため、別の教材を使ってしまうことがある。
那珂川市同和教育研究会で先生も研修を受けていきたい。
事務局：
質問事項は以下のとおり

○事業番号6の北中の課題・目標で「…家族、社会の一員としての役割を果たし、家庭を築くこと…」が「多様な生き方を学ぶ学校教育の推進」とどうつながるのか。
○事業番号7の那中の課題・目標で「不登校傾向の生徒の減少につなげることができなかった」に対してどのように取組みをするのか。課題について
○事業番号8の北中の課題・目標で「各学年で1年間に3回の人権学習を…」の3回の学習内容とは何か。
～施策大綱2（人権）について～
事業番号26
委員：「ジェンダー意識を助長する」とは何か。同じ回答が多いことも気になる。
事務局：この表現はもともと2022年度の事業計画の目標にあげられていたもので、その文言を使用している。ここでいう「ジェンダー意識を助長する」という表現は、ジェンダーという社会的文化的な役割としての男女の性を意識することについて、それを助長させないよう、言葉の表現等を確認していくということを、実施状況の中で整理しているものと思われる。
委員：「ジェンダー意識を助長する」という表現にはマイナスイメージがある。2022年の目標を変えるなど表現を見直してはいかがか。
事務局：言葉一つで誤った知識や意識、誤解を与えてしまうということを各所管課へフィードバックして共有し、今後注意するようにしていく。
委員：「ジェンダー意識助長する」はマイナスなので「ジェンダー平等意識を高める」等、プラスのイメージに変えていってはどうか。
　　　　　カタカナ言葉は分かりづらいが、説明文を付けるなど使っていくことで、みんなが受け入れやすくなるようになるのではないか。
委員：ジェンダー平等の推進を目指しているのに、「ジェンダー意識の助長」がなぜ使われているのか。
事務局：確認する。
～施策大綱3（労働）について～
事業番号40
委員：「指名競争入札参加資格の…」のところで、提出した後どうだったのか。男女共同参画推進状況に関する調査票を提出のみで内容に関してどう扱っているのか。できていない場合改善に向けてどのように取り組んでいるのか。推進状況に関する調査をするなど、次期男女共同参画プランにも盛り込むなど、検討してみてはどうか。
事務局：検討する。　
～施策大綱4（福祉・健康）について～
事業番号61
委員長：「成年後見制度」を利用している現在の人数を教えていただきたい。
事務局：確認する。

～施策大綱5（地域参画）について～
事業番号80
委員：学校教育課の「対象となる児童生徒がいなかったため…」とあるが、何か調査をしたのか。支援はどの程度のものかまで調査して、対象生徒がいなかったのか。
環境課の「実施無し」はどのような意味なのか。（実施しようとしてできなかったのか、予算がないから実施できなかったのか、もともと実施することが無かったのかなど。）
委員：数年前に王塚台でゴミ出しの方法を英訳したことがあり、環境課にもそれを渡したが、その後の対応を何も聞いていない。ゴミ出しが原因で近所のトラブルが起こることがある。生活のルールを知っていただくことと、その方たちの生活を守ることの両面を確保していくことが大事なので、何らかの取組みをしていただきたい。
事業番号82
委員： 安全安心課の課題の中で、「防災会議の委員については…専門職の割合が多いことから、適切な女性委員の配置をすることが困難」とあるが、毎年同じ内容である。また、取組・目標の中で、「可能な限り女性委員を委嘱できるよう努める」と記載しているが、「可能な限り」という表現となっている。女性消防団の人数も増えている状況で何故なのかと気になる。
委員：数値目標30％とあるが、ここでは20％となっている。目標を立てても現状のお知らせで終わっている。
事務局：目標30％、女性登用の重要性というのは所管課も認識していると思うが、防災における女性の参画の重要性を念頭に、目標30％に向けて、安全安心課へ引き続き今後も働きかけをしていく。
事業番号71
委員：「新規加入者を増やすことが課題」とあるが、人数を増やすことが課題ではない。
委員：シニアクラブの老齢化問題がある。18クラブあるが、高齢化で会員が施設や病院へ入るため、人数が減少。高齢の方が活動していることも問題。課題が山積している状況である。
～施策大綱6（推進体制）について～
事業番号86
委員：分担はなくなりつつあるが、サポート体制がどうであるのか。分担ができるような職場の体制になっているのかを知りたい。
岩戸北幼稚園の「職員が全員女性なので…」なぜ女性のみなのか。採用状況における条件は？職業における性差があり、なぜ女性しかいないのかというところに目を向けないといけないのではないか。
市立幼稚園と保育園の募集要項（現状）
委員：女性の運転士がいないのか。バスの運転士の性別について調べてほしい。
（事務局）
○他に質問がある方は、10/15までに事務局へ提出すること

○第2回審議会に間に合うように質疑に対する回答を11/15までに送付する。
○男女共同参画講演会について（チラシ参照）
○次回の日程11/25（木）19：00～本庁第1・2会議室
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